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測
を
踏
ま
え
た
政
策
を
聞
く
。

市
長　
生
産
年
齢
人
口
の
確
保

が
課
題
だ
。
都
市
型
産
業
の
誘

致
等
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

議
員　
住
協
や
町
会
・
自
治
会

と
の
協
働
の
方
向
性
を
聞
く
。

市
長　
適
切
な
情
報
の
提
供
・

共
有
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
統
一
地
方
選
挙
を
迎
え

て
、
市
長
と
し
て
今
ま
で
の
ま

ち
づ
く
り
の
考
え
方
や
自
治
体

経
営
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
信

託
に
応
え
、審
判
を
仰
ぐ
の
か
。

市
長　
来
期
も
市
政
の
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
、
市
長
と
し
て

の
職
責
を
果
た
し
た
い
。今
後
、

応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
と
相
談
し
、準
備
し
た
い
。

助
成
制
度
を
継
続
し
た
い
。

議
員　
新
た
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
を
検
討
せ
よ
。

市
長　
公
用
車
の
電
気
自
動
車

化
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
・
研

究
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
る
。

議
員　
今
後
、
電
気
自
動
車
の

普
及
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り

な
ど
の
研
究
が
必
要
だ
。
特
に

「
電
気
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
他
市
に
先
駆
け

て
導
入
を
図
れ
る
よ
う
、
ぜ
ひ

全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

市
長　
関
係
部
署
で
鋭
意
検
討

を
進
め
て
お
り
、
早
期
実
現
に

向
け
て
一
層
力
を
入
れ
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
定
年
退
職

者
等
の
社
会
参
加
に
つ
い
て

議
員　
第
３
次
三
鷹
市
基
本
計

画
（
第
２
次
改
定
）
策
定
後
、

三
鷹
市
基
本
構
想
に
示
さ
れ
た

課
題
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
か
。

市
長　
市
民
が
安
全
安
心
で
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

議
員　
様
々
な
市
民
会
議
や
審

議
会
の
今
後
の
展
開
を
聞
く
。

市
長　
開
か
れ
た
運
営
や
活
発

な
意
見
交
換
な
ど
が
で
き
る
よ

う
、一
層
の
充
実
に
努
め
た
い
。

議
員　
ま
ち
づ
く
り
は
総
合
的

な
課
題
で
あ
り
、
様
々
な
部
署

が
連
携
し
て
対
応
す
べ
き
だ
。

市
長　
縦
横
無
尽
に
各
部
署
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　
将
来
的
な
市
の
人
口
予

議
員　
地
球
環
境
問
題
が
深
刻

さ
を
増
す
中
、
環
境
負
荷
を
低

減
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
が
重

要
課
題
だ
。
「
み
た
か
環
境
フ

ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
成
果
を
聞
く
。

市
長　
多
く
の
参
加
者
に
、
日

常
生
活
等
を
見
直
し
て
地
球
に

優
し
い
行
動
を
始
め
る
き
っ
か

け
を
提
供
で
き
た
と
考
え
る
。

議
員　
太
陽
光
発
電
、
高
効
率

給
湯
器
、
燃
料
電
池
等
の
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

に
さ
ら
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
環
境
基
金
を
有
効
に
活

用
し
、
市
民
の
環
境
活
動
に
広

く
寄
与
で
き
る
よ
う
、
各
種
の

る
と
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
前

に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
す
る
こ
と

は
有
効
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
中
で
、
落
ち
葉
・

剪
定
枝
な
ど
の
有
機
資
源
の
利

活
用
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　
ご
み
処
理
総

合
計
画
２
０
１
５
改
定
の
助
言

者
会
議
で
議
論
し
て
い
る
。
活

用
方
法
や
費
用
対
効
果
等
を
総

合
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

備
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
都
と
市

の
施
設
機
能
の
役
割
分
担
の
検

討
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
国
か
ら
移
管
さ
れ
た
里

道
や
水
路
等
の
法
定
外
公
共
物

に
つ
い
て
活
用
方
針
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
技
監　
原
則
的
に

は
、
道
路
用
地
と
し
て
の
活
用

が
最
優
先
さ
れ
る
が
、
や
む
を

得
な
い
場
合
に
払
い
下
げ
や
土

地
交
換
等
を
実
施
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
環
境
行
政

に
つ
い
て

普
及
さ
せ
る
活
動
が
必
要
だ
。

市
長　
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の

知
識
の
普
及
啓
発
や
情
報
提
供

に
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　
引
き
こ
も
り
等
の
若
者

の
総
合
的
な
支
援
に
は
、
家
族

支
援
を
含
め
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

（
訪
問
支
援
）の
取
り
組
み
が
必

要
だ
。保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
、

医
療
機
関
、
専
門
相
談
機
関
に

つ
な
げ
る
体
制
を
構
築
せ
よ
。

子
ど
も
政
策
部
長　
ス
テ
ィ
グ

マ（
差
別
）の
こ
と
も
考
え
併
せ

議
員　
井
口
の
三
鷹
市
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建

設
予
定
地
に
つ
い
て
市
民
か
ら

存
続
を
望
む
声
を
聞
く
。
２
年

半
程
前
に
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
を

含
む
複
数
の
企
業
等
に
用
地
売

却
を
打
診
し
た
の
は
事
実
か
。

企
画
部
長　
Ｕ
Ｒ
を
介
し
た
土

地
交
換
を
含
む
様
々
な
事
業
手

法
を
検
討
し
た
経
緯
は
あ
る
。

議
員　
こ
の
用
地
の
売
却
価
格

は
、
購
入
時
の
半
額
に
も
満
た

な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
市

民
の
財
産
を
不
当
に
処
分
し
た

と
指
摘
さ
れ
か
ね
な
い
。
責
任

の
所
在
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

第
一
副
市
長　
裁
判
事
例
を
見

て
も
、
責
任
云
々
の
問
題
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
適
時
・

適
切
に
売
却
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ

ー
ツ
施
設
に
は
大
規
模
な
多
目

的
ア
リ
ー
ナ
が
建
設
さ
れ
る
。

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
一
層
の
醸
成
や
市
民

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
期
待
す
る
。

議
員　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

あ
ら
ゆ
る
世
代
に
平
和
事
業
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
た
い
。

議
員　
三
鷹
・
長
崎
平
和
交
流

事
業
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
参
加
し
た
中
学
生
が
、

貴
重
な
経
験
を
今
後
の
学
習
等

に
生
か
す
も
の
と
期
待
す
る
。

議
員　
な
ぜ
戦
争
が
起
き
る
の

か
、
そ
の
要
因
を
子
ど
も
に
教

え
る
機
会
が
必
要
だ
。
デ
フ
レ

の
過
度
の
進
行
と
戦
争
発
生
と

の
因
果
関
係
な
ど
、
戦
争
経
済

と
お
金
の
流
れ
と
の
関
係
に
つ

い
て
、
特
に
中
学
生
に
教
え
る

機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
義
務
教
育
段
階
の
歴

史
の
学
習
で
は
、
我
が
国
の
歴

史
の
大
き
な
流
れ
を
把
握
す
る

過
程
で
、
戦
争
の
原
因
等
に
つ

い
て
も
、
様
々
な
側
面
か
ら
多

角
的
に
学
ぶ
こ
と
と
な
る
。

や
情
報
が
提
供
で
き
る
よ
う
関

係
機
関
と
連
携
し
た
相
談
支
援

体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

議
員　
学
校
教
育
の
中
で
精
神

疾
患
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
つ

く
る
な
ど
、
精
神
疾
患
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
社
会
に
広
く

議
員　
昨
今
の
外
交
の
動
き
は

戦
争
に
向
か
っ
て
ひ
た
走
っ
て

い
た
時
代
に
酷
似
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
平
和
と
は
何
か
今

一
度
考
え
る
べ
き
だ
。
市
の
平

和
事
業
の
展
開
に
よ
っ
て
、
平

和
的
な
考
え
方
を
持
つ
市
民
が

増
え
て
い
る
か
、成
果
を
聞
く
。

市
長　
「
み
た
か
平
和
の
つ
ど

い
」
や
「
平
和
カ
レ
ン
ダ
ー
」

等
の
事
業
を
積
み
重
ね
、
平
和

意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
お
り
、

相
応
の
成
果
が
感
じ
ら
れ
る
。

議
員　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
「
絶
対
に
戦
争
は
い
け
な

い
」
と
い
う
価
値
観
を
持
つ
大

人
に
育
つ
よ
う
子
ど
も
向
け
に

特
化
し
た
事
業
を
展
開
せ
よ
。

市
長　
戦
争
の
記
憶
と
平
和
へ

の
願
い
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
、
子
ど
も
を
初
め

議
員　
精
神
疾
患
や
発
達
障
が

い
な
ど
で
社
会
生
活
に
困
難
を

抱
え
る
若
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
よ
り
重
症
化
の
防
止
を
図
る

こ
と
が
必
要
だ
。現
状
を
伺
う
。

市
長　
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

一
般
質
問

　

11
月
30
日
か
ら
12
月
２
日
ま
で
の
本
会

議
で
、
23
人
の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ

い
て
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
要
旨

は
次
の
と
お
り
で
す
。

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
半
田
　
伸
明
　
議
員

な
ぜ
戦
争
が
起
き
る
の
か

子
ど
も
に
教
え
る
機
会
を

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
野
村
　
羊
子
　
議
員

市
民
の
未
来
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
嶋
﨑
　
英
治
　
議
員

公
有
地
は
市
民
の
財
産

よ
り
一
層
有
効
に
活
用
せ
よ

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
白
鳥
　
孝
　
議
員

基
本
計
画
の
取
り
組
み
の
総
括
と

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

政
新
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

電
気
自
動
車
を
導
入
せ
よ

政
新
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
議
員

す
べ
て
の
市
民
に

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

柱
が
な
い
た
め
ケ
ー
ブ
ル
を
設

置
で
き
な
い
こ
と
が
主
な
要
因

だ
。事
業
者
は
今
後
、該
当
地
域

に
機
会
を
捉
え
て
ケ
ー
ブ
ル
を

埋
設
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

議
員　
新
た
に
電
線
類
を
地
中

化
す
る
場
合
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
配
信
は
可
能
か
。

企
画
部
長　
事
業
者
と
の
調
整

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

議
員　
市
境
に
住
む
市
民
は
日

頃
近
隣
市
区
の
医
療
機
関
の
利

用
も
多
い
が
、
特
定
健
診
等
は

市
内
で
し
か
受
診
で
き
な
い
。

近
隣
市
区
と
協
議
し
健
診
の
相

互
乗
り
入
れ
が
で
き
な
い
か
。

市
長　
健
診
項
目
等
の
違
い
に

よ
り
、
現
状
で
は
難
し
い
。

市
が
連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

議
員　
本
市
に
お
い
て
も
振
り

込
め
詐
欺
の
被
害
が
相
次
ぎ
、

手
口
な
ど
も
巧
妙
に
な
っ
て
い

る
。市
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
三
鷹
警
察
署
と
連
携
し

て
、町
会
・
自
治
会
な
ど
を
通
じ

た
地
域
ぐ
る
み
の
注
意
喚
起
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
に
は
、
そ
の
情

報
を
具
体
的
に
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。
取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長　
地
域
ケ
ア
推
進
事
業
を

展
開
す
る
中
で
、
高
齢
者
を
見

守
り
支
え
て
い
く
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
き
め
細

か
い
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
新
設
予
定
の
南
部
図
書

館
（
仮
称
）
に
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

機
能
を
付
加
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
研
究
事

項
と
し
て
今
後
検
討
し
た
い
。

議
員　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

新
川
・
中
原
ル
ー
ト
の
早
期
運

行
に
向
け
た
課
題
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
技
監　
道
路
幅
員

の
確
保
が
課
題
だ
。
早
期
運
行

に
向
け
、必
要
な
対
応
を
図
る
。

議
員　
市
内
で
武
蔵
野
三
鷹
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
視
聴
で
き
な

い
地
域
が
あ
る
と
聞
く
。
原
因

と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

市
長　
三
鷹
駅
周
辺
の
１
千
274

世
帯
が
視
聴
で
き
な
い
。
電
線

類
が
早
期
に
地
中
化
さ
れ
、
電

議
員　
公
園
は
憩
い
の
場
と
し

て
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て

い
る
が
、
そ
の
中
に
は
あ
ま
り

人
け
の
な
い
公
園
や
薄
暗
い
公

園
が
あ
る
。
不
審
者
等
の
防
犯

対
策
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
植
栽
の
剪
定
、
フ
ェ
ン

ス
の
撤
去
等
に
よ
り
公
園
周
囲

の
見
通
し
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
防

犯
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　
小
中
学
校
の
通
学
路
に

お
け
る
不
審
者
対
策
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
を
聞
く
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
向

け
た
防
犯
活
動
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、学
校
・
地
域
・
警
察
・

三
鷹
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
建
設
予
定
地

政
新
ク
ラ
ブ
　
伊
東
　
光
則
　
議
員

地
域
全
体
で
支
え
合
う

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を


